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連
合
（
笹
森
清
会
長
）
が
運
動
方
針
の
最

優
先
課
題
の
一
つ
に
置
い
て
い
る
組
織
拡
大

の
取
り
組
み
が
、
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

連
合
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
〜
今
年
九
月
ま

で
の
二
年
間
で
、
五
四
万
人
を
新
た
に
組
合

員
に
取
り
込
む
こ
と
を
目
論
む
が
、
現
時
点

で
の
拡
大
実
績
は
約
一
六
万
人
に
と
ど
ま
り
、

こ
の
ま
ま
の
ペ
ー
ス
で
は
目
標
の
半
分
に
も

及
ば
な
い
。
た
だ
、
拡
大
実
績
に
占
め
る
パ

ー
ト
労
働
者
の
割
合
は
着
実
に
上
昇
傾
向
に

あ
る
。
昨
年
一
〇
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
の

六
カ
月
の
実
績
で
み
る
と
、
組
織
化
し
た
組

合
員
の
う
ち
パ
ー
ト
な
ど
有
期
労
働
者
の
占

め
る
割
合
は
三
四
・
二
％
に
達
し
た
。 

   

過
去

三
期
で
最
低
の
拡
大
実
績 

 

連
合
が
二
年
前
に
決
め
た
組
織
化
戦
略
「
組

合
づ
く
り
・
第
二
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

で
は
、
〇
三
年
一
〇
月
か
ら
今
年
九
月
ま
で

の
二
年
間
で
、
五
四
万
人
の
組
織
拡
大
を
目

標
に
掲
げ
て
い
る
。
六
カ
月
を
一
期
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
三
期
が
経
過
し
た
が
、
組
織
拡
大

は
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。 

 

こ
の
ほ
ど
連
合
が
発
表
し
た
集
計
に
よ
る

と
、
〇
四
年
一
〇
月
〜
今
年
三
月
ま
で
の
第

三
期
で
の
拡
大
実
績
は
、
三
万
八
七
六
八
人
。

第
一
期
（
〇
三
年
一
〇
月
〜
〇
四
年
三
月
）

の
実
績
が
五
万
二
二
五
八
人
、
第
二
期
（
〇

四
年
四
月
〜
〇
四
年
九
月
）
が
七
万
二
三
八

二
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
第
三
期
は
こ
れ
ま

で
も
っ
と
も
ひ
ど
い
数
字
だ
。
三
期
を
合
計

す
る
と
、
一
六
万
三
四
〇
八
人
と
な
る
。 

 

連
合
は
目
標
の
五
四
万
人
を
、
「
各
構
成

組
織
に
実
現
で
き
る
ベ
ー
ス
で
出
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
を
積
み
上
げ
た
数
字
」（
草
野
忠
義

事
務
局
長
）
と
し
て
設
定
し
た
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
残
す
期
間
は
あ
と
一
期
の
み
で
、

目
標
の
半
分
の
達
成
も
お
ぼ
つ
か
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
六
月
一
日
の

連
合
中
央
委
員
会
で
は
、
笹
森
会
長
が
あ
い

さ
つ
の
な
か
で
、「（
組
織
拡
大
実
績
の
数
字

を
）
各
構
成
組
織
が
も
っ
と
真
摯
に
受
け
止

め
て
く
だ
さ
い
」
と
語
気
を
荒
げ
、
組
合
の

な
い
と
こ
ろ
が
圧
倒
的
に
多
い
中
小
・
地
場

企
業
の
組
織
化
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
る
場

面
も
見
ら
れ
た
。 

   

パ
ー
ト
組
織
化
方
針
の
確
立
も
進
む 

 

た
だ
、
そ
の
一
方
で
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
な
ど
有
期
労
働
者
（
以
下
パ
ー
ト
等
労

働
者
）
の
組
織
化
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

第
三
期
で
み
る
と
、
パ
ー
ト
等
労
働
者
の
拡

大
実
績
は
一
万
三
二
七
五
人
に
の
ぼ
り
、
全

実
績
の
三
四
・
二
％
に
達
し
た
。 

 

連
合
が
い
ま
、
組
織
化
の
最
大
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
い
る
の
が
、
パ
ー
ト
等
労
働
者

と
規
模
一
〇
〇
人
未
満
の
事
業
所
で
働
く
中

小
・
地
場
の
労
働
者
だ
。
現
在
、
連
合
の
構

成
組
織
の
な
か
で
は
、
三
一
組
織
で
パ
ー
ト

等
労
働
者
の
組
織
化
方
針
が
確
立
さ
れ
て
い

る
。
パ
ー
ト
等
組
合
員
の
組
織
化
に
対
す
る

企
業
内
組
合
・
産
業
別
組
織
の
役
員
の
意
識

も
「
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
前
進
し
つ
つ
あ

る
」
と
連
合
も
評
価
す
る
。 

 

パ
ー
ト
等
組
合
員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
う
け
、
連
合
は
中
央
委
員
会
で
、
こ
れ
ま

で
明
確
に
し
て
い
な
か
っ
た
パ
ー
ト
等
組
合

員
の
連
合
会
費
額
も
正
式
に
決
め
た
。
会
費

額
は
、
①
週
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
以

上
②
週
所
定
労
働
時
間
が
二
〇
時
間
未
満
―

―
の
二
つ
の
タ
イ
プ
に
区
分
し
て
設
定
し
、

二
〇
時
間
以
上
を
月
五
五
円
、
二
〇
時
間
未

満
を
同
四
五
円
と
し
た
。
各
構
成
組
織
は
、

パ
ー
ト
等
組
合
員
一
人
に
つ
き
、
こ
れ
ら
の

額
を
連
合
に
拠
出
す
る
。 

   

地
協
改
革

で
地
域
の
組
織
化
強
化
へ 

 

も
う
一
つ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
あ
る
中
小
・

地
場
企
業
で
働
く
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
「
地
域
協
議
会
」
（
地
協
）
の
組
織
を

改
革
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
化
を
強
化

す
る
案
（
地
方
連
合
会
・
地
域
協
議
会
改
革

の
具
体
的
実
施
計
画
素
案
）
が
連
合
内
部
で

議
論
さ
れ
て
い
る
。 

 

連
合
の
各
都
道
府
県
の
地
方
組
織
と
し
て

は
「
地
方
連
合
会
」
が
あ
る
。
そ
の
下
部
機

関
と
し
て
あ
る
の
が
地
協
。
地
協
は
現
在
、

全
国
に
四
七
一
組
織
あ
る
。 

　
素
案
で
は
、
地
協
の
労
働
相
談
・
労
使
紛

争
解
決
な
ど
の
交
渉
機
能
や
、
中
小
・
地
場

企
業
や
パ
ー
ト
等
労
働
者
を
日
常
的
に
支
援

し
て
い
く
機
能
を
拡
充
す
る
こ
と
で
、
地
域

レ
ベ
ル
で
の
組
織
化
を
て
こ
入
れ
す
る
こ
と

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
一
方
で
、
既
存

の
地
協
の
再
編
や
統
合
も
提
起
し
て
お
り
、

最
終
的
に
は
三
〇
〇
地
協
に
整
理
し
た
い
と

し
て
い
る
。
連
合
は
こ
の
改
革
の
正
式
案
を
、

今
年
一
〇
月
に
開
く
定
期
大
会
で
決
め
る
予

定
だ
。 

（
調
査
部
　
荒
川
創
太
） 
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「
若
者
の
人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
国
民
会
議
」
が
発
足
 

若
年
自
立
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厚
生
労
働
省
の
呼
び
か
け
で
、
経
済
団
体
、

労
働
組
合
、
地
域
の
代
表
者
や
学
識
者
ら
約

二
〇
人
が
参
集
し
、
五
月
二
六
日
、
「
若
者

の
人
間
力
を
高
め
る
た
め
の
国
民
会
議
」（
議

長
＝
奥
田
碩
・
日
本
経
団
連
会
長
）
が
発
足

し
た
。
政
府
の
若
年
者
雇
用
対
策
が
ほ
ぼ
出

揃
う
（
弊
誌
六
月
号
参
照
）
な
か
で
、
フ
リ

ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
を
中
心
と
す
る
若
者

の
自
立
問
題
に
、
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
ど

う
取
り
組
む
か
を
議
論
す
る
も
の
。
会
議
は

九
月
中
下
旬
に
も
国
民
宣
言
を
と
り
ま
と
め

る
。
宣
言
は
、
若
者
の
自
立
に
向
け
、
社
会

的
に
必
要
な
取
り
組
み
の
方
向
性
を
示
す
基

本
指
針
と
な
る
。
経
済
界
、
労
働
界
な
ど
の

各
界
や
地
域
社
会
に
期
待
さ
れ
る
役
割
の
ほ

か
、
若
者
と
そ
の
家
族
を
は
じ
め
広
く
国
民

の
理
解
を
求
め
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
る
見
込
み
だ
。 

 

失
業
率
の
改
善
な
ど
雇
用
情
勢
は
よ
う
や

く
薄
日
が
差
し
て
き
た
が
、
若
者
を
め
ぐ
る

環
境
は
厳
し
い
。
総
務
省
「
労
働
力
調
査
」

（
二
〇
〇
三
年
平
均
）
に
よ
れ
ば
、
新
卒
を

含
む
二
四
歳
以
下
の
若
年
層
に
つ
い
て
は
有

効
求
人
倍
率
が
一
・
四
三
倍
に
の
ぼ
る
が
、

完
全
失
業
率
は
一
〇
・
三
％
と
依
然
二
ケ
タ

を
超
え
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
定
職
に
就

か
ず
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
生
計
を
立
て
る
「
フ

リ
ー
タ
ー
」
は
、
毎
年
一
〇
万
人
の
ペ
ー
ス

で
増
え
、
全
国
で
約
二
一
七
万
人
を
数
え
る
。

働
か
な
い
だ
け
で
な
く
、
学
校
に
も
職
業
訓

練
に
も
行
か
な
い
「
ニ
ー
ト
」
は
、
約
六
四

万
人
い
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
若

者
の
自
立
問
題
の
背
景
に
は
、
刹
那
的
で
希

望
す
る
仕
事
が
な
い
限
り
就
職
し
な
い
と
い

っ
た
、
若
者
自
身
の
価
値
観
や
職
業
観
の
変

容
が
あ
る
反
面
、
こ
こ
の
と
こ
ろ
多
く
の
企

業
が
新
卒
採
用
を
手
控
え
、
有
期
雇
用
に
シ

フ
ト
し
て
き
た
結
果
と
の
見
方
も
あ
る
。 

 
こ
う
し
た
な
か
開
か
れ
た
同
会
議
の
初
会

合
で
は
、
冒
頭
、
尾
辻
秀
久
・
厚
労
相
が
「
若

年
者
問
題
の
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
に
は
、

原
因
を
若
者
自
身
の
み
に
帰
す
の
で
は
な
く
、

経
済
界
、
労
働
界
、
教
育
界
、
地
域
社
会
、

政
府
が
一
体
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
」
な
ど
と
述
べ
、
若
者
の
自

立
に
は
社
会
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
欠
か
せ

な
い
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
議
長
を
務
め
る
奥
田
碩
・

日
本
経
団
連
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
な
か
で
、

「
人
材
こ
そ
わ
が
国
の
基
盤
。
昨
今
の
若
年

者
雇
用
問
題
は
、
将
来
の
日
本
経
済
に
と
っ

て
深
刻
だ
。
産
業
界
を
は
じ
め
各
界
も
政
府

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
応
援
し
、
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
教
育
か
ら
職
業
へ
の
き
め

細
や
か
な
（
移
行
）
支
援
を
行
う
必
要
が
あ

る
」
な
ど
と
指
摘
。
ま
た
、
「
若
年
者
に
対

す
る
雇
用
機
会
の
増
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
こ
と
な
く

人
物
本
位
で
採
用
す
る
な
ど
、
受
入
れ
体
制

を
整
え
る
こ
と
も
重
要
だ
」
と
述
べ
て
、
採

用
に
あ
た
り
前
職
の
フ
リ
ー
タ
ー
を
マ
イ
ナ

ス
評
価
す
る
企
業
が
少
な
く
な
い
な
か
で
、

企
業
サ
イ
ド
と
し
て
も
若
年
者
雇
用
の
拡
大

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。 

 

初
回
の
議
論
は
、
一
人
一
社
制
に
代
表
さ

れ
る
、
学
校
に
よ
る
組
織
的
な
就
職
あ
っ
せ

ん
が
機
能
不
全
に
陥
る
な
か
で
、
入
口
（
キ

ャ
リ
ア
教
育
）
か
ら
出
口
（
企
業
の
受
入
れ

体
制
の
整
備
）
ま
で
の
新
た
な
移
行
支
援
体

系
が
必
要
と
の
意
見
が
各
方
面
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
。
最
近
、
発
刊
し
た
『
希
望
格
差
社
会
』

が
話
題
を
呼
ん
で
い
る
山
田
昌
弘
・
東
京
学

芸
大
学
教
育
学
部
教
授
は
、
「
頑
張
っ
て
勉

強
す
れ
ば
良
い
仕
事
に
就
け
る
と
い
う
確
実

性
が
失
わ
れ
、
若
者
の
中
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
あ
き
ら
め

が
拡
が
っ
て
い
る
。
若
者
が
求
め
て
い
る
の

は
曖
昧
な
『
人
間
力
』
な
ど
で
は
な
く
、
確

実
に
就
職
、
目
標
の
実
現
に
つ
な
が
る
手
段
、

ル
ー
ト
だ
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。 

 

経
済
同
友
会
の
北
城
恪
太
郎
・
代
表
幹
事

、

連
合
の
笹
森
清
・
会
長
ら
各
界
か
ら
は
、
キ

ャ
リ
ア
教
育
に
対
す
る
注
文
も
相
次
い
だ
。

「
企
業
や
労
働
組
合
の
人
材
を
活
用
し
た
教

育
現
場
へ
の
講
師
派
遣
」
や
、
「
中
学
生
段

階
か
ら
の
職
場
体
験
」
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
教
師
サ
イ
ド
の

質
も
高
め
、
継
続
的
に
勤
労
観
を
養
う
必
要

が
あ
る
と
い
っ
た
見
方
が
大
勢
を
占
め
た
。 

 

一
方
、
ニ
ー
ト
に
関
し
て
は
、
出
席
し
た

日
本
商
工
会
議
所
関
係
者
か
ら
、
「
本
人
の

就
業
意
欲
、
向
上
心
か
ら
み
て
企
業
サ
イ
ド

か
ら
は
ち
ょ
っ
と
手
が
出
し
に
く
い
」
と
み

る
声
も
あ
っ
た
。 

　
若
者
の
自
立
に
は
、
若
年
者
雇
用
の
拡
充

が
欠
か
せ
な
い
。
同
会
議
は
経
済
界
ト
ッ
プ

を
議
長
に
据
え
、
国
民
宣
言
の
策
定
を
め
ざ

す
。
宣
言
案
は
、
九
月
中
下
旬
に
も
開
催
す

る
次
回
会
議
で
論
じ
る
が
、
実
質
的
に
は
会

議
の
下
で
事
務
的
な
議
論
を
進
め
る
実
行
委

員
会
が
と
り
ま
と
め
る
。 

 

連
合
と
日
本
経
団
連
は
、
昨
年
末
の
定
期

協
議
の
な
か
で
、
「
若
年
者
雇
用
問
題
に
関

す
る
『
労
使
共
同
宣
言
』
な
ど
が
必
要
」
と

の
連
合
提
案
に
対
し
、
日
本
経
団
連
側
も
基

本
的
に
は
合
意
し
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
後
、

日
本
経
団
連
は
五
月
一
七
日
に
発
表
し
た
「
若

手
社
員
の
育
成
に
関
す
る
提
言
」
の
な
か
で
、

「（
若
年
労
働
者
に
対
し
）従
来
以
上
に
門
戸

を
広
げ
、
中
途
採
用
の
拡
大
に
も
前
向
き
に

取
り
組
む
べ
き
だ
。
と
く
に
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
の
中
途
採
用
は
即
戦
力
重
視
か
ら
、
こ
れ

か
ら
は
将
来
性
や
潜
在
能
力
（
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
）
を
重
視
し
、
中
途
採
用
の
若
年
者
を
中

期
的
観
点
か
ら
育
成
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ

る
べ
き
だ
」
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。 

　
同
会
議
は
国
民
宣
言
を
策
定
後
、
若
者
の

自
立
を
訴
え
る
国
民
運
動
を
展
開
す
る
。
専

用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
若
者
向
け

の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
を
通
じ
て
就
職
支
援
情

報
を
発
信
し
た
り
、
先
輩
と
情
報
交
換
で
き

る
場
（
チ
ャ
ッ
ト
ル
ー
ム
）
も
提
供
す
る
。

企
業
に
は
、
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど

を
呼
び
か
け
て
ゆ
く
。
若
者
の
自
立
対
策
は
、

世
論
を
喚
起
し
つ
つ
社
会
的
な
合
意
形
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
中
心
に
、
推
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。 

（
調
査
部
　
渡
邊
木
綿
子
） 


